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ポオにおける「貝」についての比較文学的一考察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀　江　珠　喜

　『貝類学者の入門書』（The Conchologist's First Book) を 1839 年に E.A. ポオが出版し、しか
も皮肉なことに「文学作品」ではないこの著書のみが、彼の存命中に版を重ねた。「アッシャー
家の崩壊」（“The Fall of the House of Usher”,1839), や「黒猫」(“The Black Cat,”　1843) の
ような怪奇小説、「モルグ街の殺人 ](“The Murders in the Rue Morgue”, 1841) などの推理小説
を知る現代人にとって、この事実はあまりにも意外に思えるだろう。
　実際、多くのポオ研究者も、この本には注目してこなかった。谷崎精二も、その著書『エドガア・
ポオ − 人と作品』（研究社、1976、p.23) で、次のように簡単に紹介しただけである。

　その頃トーマス・ワイヤットという男が『貝殻学入門』という著書を出版したが売れ行き
が思わしくないので、廉価版を発行して儲けたいと考えた。金に困ったポオはその仕事を引
き受け、他の著書から勝手に引用抽出した文章を集め、自分の名で出版した。これが当たっ
て、彼は五十ドルの報酬を貰った。さらに彼はワイヤットとの合作で『博物学』を著わしたし、
この外にもまだ匿名で同じような著述をしたといわれている。そのため盗作家、詐偽漢と非
難されたが、彼は「学校の教科書なんかは皆こんな風に作られているのだ。」と苦しい弁解を
した。後に彼は友人であるコロンビア大学教授チャールズ・アンソンに自著の出版をハーバー
書店に頼んでもらったが、「あの『貝類学入門』で悪い評判が立った人の本は困る。」と断わ
られている。

　なるほど「勝手に引用抽出」して執筆したとなると、ポオを崇拝したい研究者にとっては、
喜ばしい話ではない。また、文学作品でもないので、文学研究において「触れない」正当性も
主張できよう。だが、ポオにしても、生活の糧を稼がねばならないのは当たり前だ。
　実はこの年に、ポオは短編集『グロテスクとアラベスクの物語』(Tales of the Grotesque and 

Arabesque) を出したが、二十部を得ただけで現金収入には至らなかった。もちろん短編の雑誌
掲載時に原稿料は払われたが、単行本出版の厳しい状況がうかがえよう。
　つまり『貝類学者の入門書』は、ポオにとって確実に稼げるアルバイトであったのだ。
　では、なぜポオだったのか。他にも生活の苦しい作家はいただろう。たしかに彼はワイヤッ
トの友人ではあったようだが、それだけなのか。
　収入のためだけではなく、どうやら象徴的な意味で「貝」は、ポオの文学と決して無関係で
はないようなのだ。そこで、本論では、ポオの作品から「貝」のイメージを拾い上げ、無意識
ながらポオが「貝」に魅せられていたであろう事実を検証したいのである。

研究ノート
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〈『アーサー・ゴードン・ピムの冒険』〉
　
　特筆すべきは、『貝類学者の入門書』出版の前年にポオが長編海洋小説『アーサー・ゴードン・
ピムの冒険』(The Narrative of Arthur Gordon Pym of Nantucket) を出版していることである。
　この小説の出版は 1838 年だが、36 〜７年にかけ執筆され、その後半部でフジツボや貝類な
どに言及している。またナマコについては、フランスの学者キュヴィエの名を持ち出しながら、
サイズや産地、乾物としての中国市場など、冒険談には不要と思えるほど詳しく説明文を入れ、
ポオの軟体動物への関心が全開されているのだ。かなり長文だが、それだけポオの興味がよく
うかがえるので、この箇所を引用することにする。
　

The following comprehensive notice of the substance is taken from a modern history of a 

voyage to the South Seas.

      “It is that mollusca from the Indian Seas which is known in commerce by the French 

name biche de mer (a nice morsel from the sea). If I am not much mistaken, the celebrated 

Cuvier calls it gasteropoda pulmonifera. It is abundantly gathered in the coasts of the 

Pacific islands, and gathered especially for the Chinese market, which it commands 

a great price, perhaps as much as their much-talked-of edible bird's nests, which are 

probably made up of the gelatinous matter picked up by a species of swallow from the 

body of these molluscae. They have no shell, no legs, nor any prominent part, except an 

absorbing and an excretory, opposite organs; but, by their elastic wings, like caterpillars 

or worms, they creep in shallow waters, in which, when low, they can be seen by a kind 

of swallow, the sharp bill of which, inserted in the soft animal, draws a gummy and 

filamentous substance, which, by drying, can be wrought into the solid walls of their nest. 

Hence the name of gasteropoda pulmonifera.

      “This mollusca is oblong, and of different sizes, from three to eighteen inches in length, 

and I have seen a few that were not less than two feet long. They were nearly round, a 

little flattish on one side, which lies next to the bottom of the sea; and they are from one 

to eight inches thick. They crawl up into shallow water at particular season of the year, 

probably for the purpose of gendering, as we often find them in pairs. It is when the 

sun has the most power on the water, rendering it tepid, that they approach the shore; 

and they often go up into places so shallow that, on the tide's receding, they are left dry, 

exposed to the heat of the sun. But they do not bring forth their young in shallow water, 

as we never see any of their progeny, and the full-grown ones are always observed coming 

in from deep water.  They feed principally on that class of zoophites which produce the 

coral.

      “The biche de mer is generally taken in three or four feet of water; after which they are 
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brought on shore, and split at one end with a knife, the incision being one inch or more, 

according to the size of the mollusca. Through this opening the entrails are forced out by 

pressure, and they are much like those of any other small tenant of the deep. The article 

is then washed, and afterward boiled to a certain degree, which must not be too much or 

too little. They are then  buried in the ground for four hours, then boiled again for a short 

time, after which they are dried, either by the fire or the sun. Those cured by the sun are 

worth the most; but where one picul(133 1/3 lbs.) can be cured that way. I can cure thirty 

piculs by the fire. When once properly cured, they can be kept in a dry place for two or 

three years without any risk; but they should be examined once in every few months, say 

four times a year, to see if any dampness is likely to affect them.

　　 “The Chinese, as before stated, consider biche de mer a very great luxury, believing 

that it wonderfully strengthens and nourishes the system, and renews the exhausted 

system of the immoderate voluptuary. The first quality commands a high price in Canton, 

being worth ninety dollars a picul; the second quality, seventy-five dollars; the third, fifty 

dollars; the fourth, thirty dollars; the fifth, twenty dollars; the sixth, twelve dollars; the 

seventh, eight dollars; and the eighth, four dollars; small cargoes, however, will often 

being more in Manila, Singapore, and Batavia.”  (The Narrative of Arthur Gordon Pym, 

Hill and Wang, New York, 1960,pp.159-160.)

　ワイヤット自身の本は 1838 年に出ており、この廉価本作りのアルバイト以前に『ピム』が仕
上げられていることから、ポオがもともとこのような海洋生物に興味を抱き、知識も多少あっ
たものと推察できる。だからこそ、ワイヤットもポオに廉価本編集作業を依頼し、ポオも短期
間でこれを完成させることができたのではあるまいか。
　とはいえ、それほど貝類の本が売れるものだろうか。そのあたりが欧米人と日本人との文化
や感性の違いなのかもしれない。考えてみれば、シェル石油の創始者マーカス・サミュエル（1853

〜 1927）は、もともと貝殻販売業者だった。つまり、そのような商売で財を成すほど貝殻が売
れたということだ。
　1897 年に社名をサミュエルではなく Shell Transport & Trading Company としたことから
も、「貝殻」に対する思いが伺えよう。そのなかでもホタテ貝が選ばれたのは、出資者の家紋であっ
たと言われている。ホタテ貝は、イエス・キリスト十二使徒の一人で元漁師、聖ヤコブのシン
ボルだ。フランス語で、Saint Jacques（聖ヤコブの仏名）は、ホタテ貝をも意味するではないか。
聖ヤコブは、地中海を渡って宣教した「海の人」である。当時の外国交易には、海路が必然であり、

「海の人」の聖なる象徴たるホタテ貝は、「お守り」ともみなされただろう。
　ただし、Shell はあくまで「貝殻」だ。
　いっぽうポオは、『ピム』におけるナマコの熱心な解説が示しているように、貝殻のみならず
軟体動物のほうにも魅せられていたかもしれない。
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〈ウィリアム・ウィルソン〉

　ポオは『貝類学者の入門書』を出した年に、名作として残ることになる短編小説「ウィリアム・
ウィルソン」(“William Wilson,”1839) を著している。誕生日も名前も同じで、姿も主人公・ウィ
リアム・ウィルソンにそっくりな人物が、彼の人生における要所というタイミングで現れ、運
命が狂わされるというドッペルゲンガーの話だ。
　さて、我々にとって、最も日常的なドッペルゲンガーは、鏡によって作られる。しかし左右
は反対で、これらは二枚貝の形状となる。そう、この貝殻は、はからずも「ウィリアム・ウィ
ルソン」なのだ。
　二枚貝はほぼ左右対称ではあるが、二人のウィルソン・ウィルソンも、それぞれ「善」と「悪」
を表し対照的である。もちろんポオが、二枚貝にヒントを得てこの物語を創作したなどと短絡
的に考えるつもりはない。ただ、面白い偶然であるが、彼の深層心理までは計りかねる。

〈早すぎた埋葬〉

　ポオは、1844 年（つまり『貝類学者の入門書』の 5 年後）に、その題名も「早すぎた埋葬」(“The 

Premature Burial”) を著している。だが、それ以外の作品においてもこの「生き埋め」のテーマは、
繰り返されてきた。
　たとえば「黒猫」では、妻の死体とともに生き埋めにしてしまった猫の啼き声で、主人公の
犯行が明るみに出る。「アッシャー家の崩壊」では、まだ死んでいないことがわかっていながら、
兄が妹を埋葬してしまう。ちなみに「アッシャー家の崩壊」は『貝類学者の入門書』と同年、「黒
猫」はその 4 年後に発表された。
　果たして二枚貝が殻を閉ざした場合、その生死はどのようにして見分けられるのだろう。茹
でると、それ以前に死んだ貝は殻を開かない。つまり腐っている可能性が高いので食さないのは、
日本人にとっては常識である。
　だが、逆に考えれば、生死がわからず一緒に調理する、つまり生きたまま茹でられる貝には、
まさに「早すぎる埋葬」と同じ残酷な運命が待っているのだ。ポオの登場人物が、生きながら
棺桶に入れられ、埋葬される姿と似てはしまいか。中で蠢いているのかもしれないが、外にい
る者にはわからないのだ。黒猫のごとく、聞こえるような音をたてない限りは。
　硬い殻の中にの閉じ込められ、そのまま殺される軟体動物 − それこそが「早すぎた埋葬」を
表象する。しかもその貝は、生きながらにして、通常は砂の中にいる、つまり埋まっているのだ。

〈「赤死病の仮面〉

　さらに貝殻は、「仮面」でもある。生命体として肝心の姿である軟体を、硬いいわば仮面で、
全身を隠して見せない。出すとしても、足だけなのだ。
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　ポオにおいて、「仮面」という言葉で思い出されるのは「赤死病の仮面」(”The Masque of the 

Dead Death,”1842) だ。『貝類学者の入門書』の３年後に発表された短編小説である。
　毛穴から出血して絶命する不治の伝染病「赤死」が流行し、裕福なプロスペロ公は、仲間と
ともに、高い塀で囲まれ鉄の扉のついた僧院に閉じこもった。しかもカンヌキを焼き付けて出
入りの道を塞いだのだ。
　この構想、つまり頑丈な館は硬い殻であり、そのなかの人々は貝殻のなかの軟体動物的存在
に似ている。あるいは出入りが不可とは、まさに「早すぎた埋葬」でもある。
　さて、プロスペロ公の館は、よくある直線的な設計で部屋がつながっているのではない。各
部屋の終わりに急な曲がり角があり、次の間へと続くのだ。そう、まさに巻き貝的構造なので
ある。
　しかし、そのような館に逃げ込んでも、安全が保証されてはいない。硬い貝殻の中の軟体動
物にも死が訪れるように、プロスペロ公の仮面舞踏会にも「赤死」が入り込んだ。しかも客と
して赤死病患者の仮面をつけて現れたのだ。
　一見、仮面の男だが、仮面の下は人間ではなく「赤死」そのものだった。その場の人々は、
すぐさま死に絶えた。仮面、つまり「貝殻」だけが残ったのである。

〈観察と推理〉

　「赤死仮面」とは違い、隠れているのが人間だったという話もある。1836 年のエッセイ「メ
ルツェルのチェス差し」(“Maelzel's Chess-player”) だ。ハンガリーのケムベルン男爵が 1769

年に発明して、各地の興行で見世物となったチェスを差す自動人形の仕組みを、ポオが解き明
かしたものだ。要するに、（この時代に AI ロボットが製作されるはずもなく）、人形のなかには
人間が密かに入り込んで、チェスを差しているとの推理で、たいして意外な発想ではない。だが、
外見とは異なった中身、という意味では「貝」のイメージにも重なる。
　 さ ら に 1941 年 の 短 編 小 説「 メ エ ル シ ュ ト レ エ ム に 呑 ま れ て 」(“A Descent into the 

Maelström“) で、主人公は大渦に引き込まれかける。ぐるぐると降下してゆく物体とスピード
を冷静に分析し、難を逃れる様子が描かれている。大渦は、それこそ渦巻き貝の形状だ。あわ
や主人公は、その中で（水によって生き埋めになり）死ぬところだったのだ。
　チェスの自動人形を見破る推理力、そして大渦の観察力は、ポオに、探偵小説の元祖と呼ば
れるにふさわしい作品を書かせた。なかでも 1841 年の「モルグ街の殺人」が有名だ。デュパ
ン名探偵と「私」とのコンビは、後にコナン・ドイルがホームズとワトソンとの関係に応用し
た。また犯人が人間ではなくオランウータンだったとの意外な結末は、「まだらの紐」(“The 

Speckled Band,”1892) の毒蛇や、『四つの署名』(“The Sign of Four,”1890) での猿のような家来
の犯行との作品に引き継がれている。
　もちろん物語として著されてみれば、多くの探偵小説においては、不自然な点も否めないし、
結果がこじつけに思えることも少なくない。だが貝の中身が貝殻からは想像できない形をして
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いるように、物語の真相が、読者の見る表層部とは、まるで異なっていなければならないとい
う難しい構造をもつのが、ミステリーなのだ。

〈サイエンスフィクション〉

　ポオは、探偵小説の元祖であるとともに、ＳＦ小説の元祖ともいわれている。（この 2 つのジャ
ンルは、例えば東野圭吾において統合されるように、実際は決してかけ離れてはいないのだが、
ここでは従来の分類に従って別のカテゴリーとして扱うことにする。）
　サイエンスフィクション ーー 作り話だから偽科学との悪口も聞かれるし、ときには「ほら話」
にもなり得る。1835 年の「ハンス・プファールの無類の冒険」(“The Unparalleled Adventure 

of One Hans Pfall”) では、主人公が軽気球で地球を飛び出し、なんと月に到達してしまうのだ。
　子供向けのヒュー・ロフティング著『ドリトル先生月へ行く』(Dr.Dolittle in the Moon, 

1928) の荒唐無稽さと比べれば、ポオの作品の場合、数字的な説明、離れて観る地球の様子など、
結構、当時としては科学風ではある。つまりポオの科学への関心の深さがうかがえるのだ。
　嘘でも本当でも、真実でも作りごとでも、とにかく、詳細に描写し説明するのがポオのやり
方だ。そのため、現代のアメリカでは、ネイティブであっても並の大学生のレベルでは、ポオ
の多くの作品は難解な英文であるらしい。
　詩人としての才能も高く評価されているポオだが、決して感情や感傷に押し流されはしない。
百科事典をディドロとダランベールが著したような、いわばフランス的理知的能力を備えていた。
だからこそ、『貝類学者の入門書』なる図鑑編集も、文人でありながら、むしろ得意分野であったろう。
　前述のキュヴィエの仏語原書も読めるほど、ポオはフランス語が堪能だったし、言葉ばかり
ではなく、感性もフランス人に通じるものだった。だからこそ、ポオの作品は本国においてより、
フランスでボードレールの仏訳によって、高く評価されたのであろう。
　彼の理知的な才能は、「馬鹿話（ファルス）」においても発揮された。なかでも本論との関係
で興味深いのは、1845 年の「ミイラとの論争」(“Some Words with a Mummy”) だ。
　リビアの洞窟で発見され、博物館に運ばれたミイラは、三重の棺に入っており、保存状態が
よかった。しかも電気ショックで生き返り、「私」たちとの自慢大会になる。結局、「私」は
200 年後の世界を知りたくなり、ミイラになることを希望する。
　まさに棺は「貝殻」で、ミイラは乾いた中身のイメージである。そして「私」は、敢えてそ
の中身になって「貝殻」内で過ごすことを選ぶのだ。
　もしかしたら、ポオ自身、「貝殻」の中に入ることを夢想したかもしれない。「早すぎた埋葬」
の強迫観念を抱きつつ、ポオは、自身を貝殻の中の「軟体動物」とみなしはしなかったか。いや、
そこまでは考えずとも、世間の貝好きが、実は「貝殻好き」なのに対し、ポオは明らかに、そ
の中身に興味をいだいた。
　『貝類学者の入門書』は、貝殻図鑑ではなく、その中身についての解説がつけられている。そ
の文章をポオがしたためたものではないにしろ、「編集」したのは彼なのだ。そして、本論で言
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及したポオの名作の多くが、この貝の本の後に書かれたのも事実である。これは、やはり偶然
であろうか。それとも「貝」のイメージが、ポオに独特のインスピレーションをもたらしたのか。
　ポオのアルバイトは、単に金のためだけではなく、この作家に執筆の方向を見出すきっかけ
を与えたように思われてならないのである。

 摘 要

　「黒猫」などの怪奇小説、「モルグ街の殺人」などの推理小説で知られた E.A. ポオだが、存命
中に重版されたのは『貝類学者の入門書』のみであった。
　もちろんこれはポオの専門分野ではなく、いわば編集アルバイト作品である。従って、ポオ
の研究者や愛読者は、ほとんどこの本の存在を無視してきた、あるいは知らないのが実情である。
　だが、この本の前年に出版された小説『アーサー・ゴードン・ピムの冒険』において、すで
にポオの貝類や軟体動物への関心が伺えるし、その前後の短編小説にも、貝およびその中の生
物のイメージと重ねうるテーマが散見できる。
　そこで、本論では、ポオの有名な短編小説において、はからずも「貝」のイメージを読み取り、
専門外ではあれ、ポオが『貝類学者の入門書』を任されるにふさわしい作家であったことを比
較文学的に考えた。　


